
独立行政法人沖縄科学技術研究基盤整備機構（以下O I ST）は、沖縄に自然科学系の世界最高水準の国際的な大学院大学を

創設する準備のため、2005年９月１日に発足しました。このニュースレターは大学院大学開学にさきがけて実施している

研究など、O I STの現在の活動内容を紹介しています。 
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柳田充弘博士 

G0細胞ユニットのメンバー 
代表研究者・柳田充弘博士（中央） 

 

2004年4月、沖縄科学技術研究・交流センター（うるま市）に発足したG0細胞ユニット。代表をつとめる柳田充弘博士は東京都

出身。36歳の若さで京都大学教授に就任し、30余年にわたり真核生物の細胞周期制御機構、とりわけ染色体分配機構の解明に焦

点を絞った研究をしてきた。蛍光色素で染色した分裂酵母の染色体など、細胞核のDNAを蛍光顕微鏡で観察できる基本技術を開

発したことでも世界的に知られている。OISTで新規に立ち上げたG0細胞ユニットでは、増殖しない細胞がいかにして生き続け

るかを解明することを目指している。2008年2月にはおよそ4年間におよぶユニットのこれまでの研究評価がおこなわれ、5年

契約の更新が決まった。柳田博士にユニットの研究内容と今後の展望を聞いた。 

生命科学への興味 

　幼い時から優れた科学者の伝記や発見について書かれた

本を読み、自由かつクリエイティブな科学の世界に憧れま

した。高校生になる頃には医学系か生命科学系の科学者に

なろうと決めていましたが、大学に進学し分子生物学、と

りわけ遺伝子研究に注目しました。染色体がいかにしてで

きるかという、未知の世界に興味をもったのです。東京大

学理学部博士課程修了前後、スイスのジュネーブ大学へ留

学し、その後もイタリア・ナポリの研究所や、米国メリー

ランド州立大学で研究

員として勤め、当時の

日本ではまだ珍しい遺

伝子の研究や、海外で

の研究のスタイルを学

びました。海外でのこ

うした経験はその後の

私の研究の土台となっ

たと言えます。 

偶然と偶然が重なった 

　京都大学では分裂酵母細胞の染色体について長年研究を

していましたが、同大学の定年退職を目前に控え、沖縄で

はそれまでおよそ10年かけて温めてきた研究テーマに挑

戦しようと決めました。当時のOISTでは政府の競争的研

究資金に応募することになっていましたので、京大での研

究と同じような内容であることは認められず、必然的に全

く異なるテーマに取り組むという偶然も重なりました。そ

れが、分裂しない細胞がいかに生き長らえるかを遺伝子レ

ベルで理解するという課題の追求です。 

 

１． G0期 

　全ての生命体の構造と機能の基本単位は細胞です。細胞

はそれぞれ決まった周期で分裂と増殖を繰り返しており、

細胞周期は大きくG1期（間期）、S期（DNA複製期）、G2

期（間期）、M期（有糸分裂期）の4つに分けられますが、

細胞分裂の周期から外れて停止している状態をG0（ジーゼ

ロ）期といいます。筋肉、心臓、神経など、ヒト体細胞の
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顕微鏡を使っての観察 

寒天培地上で培養した分裂酵母 

90％以上はこのG0期にあります。脳細胞もそうです。私

たちのユニットでは、栄養環境の変化に応じてG0細胞が

いかに維持されているか、またG0期を脱出して増殖サイ

クルに戻る時にどのような制御があるか、分裂酵母を使っ

て調べています。 

 

２．分裂酵母－G0細胞研究に適したモデル生物 

　分裂酵母は窒素源を枯渇すると増殖せずに長期にわたっ

て生き続けます。自然界に目を向けると栄養源枯渇に対す

るその適応メカニズムがよく分かります。例えば分裂酵母

がブドウの実の上で増殖しようとする時、少量の窒素源を

使い切ってしまうと大量の糖分のみが栄養分として残ります。

そこで分裂酵母は、細胞内の窒素源を分解し、再利用して

生き延びようとします。自然界では窒素源が豊富でブドウ

糖が欠乏しているような環境はあまり見られません。そこ

で私たちのユニットでは、自然環境に対して生き物がもっ

ている能力を活かすという観点から、活発に増殖中の分裂

酵母から窒素源を除いて研究しています。分裂酵母は合成

培地で増えますので、培地から塩化アンモニウムを除去す

るわけです。また、人工的に変異を起こした分裂酵母を用

いて、窒素源を取り除いた時の反応も調べています。リン

酸源や硫黄源を枯渇することもできますが、それだと人工

的な研究になりますし、分裂酵母の場合、栄養源のうち窒

素源を枯渇した時のみG0期に遷移するという特色があり

ます。 

　人間の脳の栄養源は血液ですが、タンパク質などは脳へ

の供給路が遮断されているので、実際は糖分などの低分子

化合物が栄養分となります。これは分裂酵母の生存環境と

よく似ていて、とても興味深いものです。分裂酵母は世界

中に生存する生物ですが、研究ではwild typeといって、変

異を起こしていない酵母菌体が必要です。なぜなら、野生

から採取してくると色々なところに変異が入っているために、

それぞれの研究者が様々な分裂酵母を使うことになってし

まうからです。そこで基準となるのが、半世紀以上も前に

エジンバラ大学のミッチソン博士が単離した株です。同じ

分裂酵母を標準として使うことで研究者同士同じプラット

フォームで話が出来

ますし、他の研究者

の成果を自分の研究

に取り入れることも

可能になります。研

究は継承が一番大事

で、誰かが先鞭をつ

けた研究があるから

次の研究が発展して

いくものなのです。 

 

３．21世紀の病気解明に寄与する 

　最近私への講演依頼は、国内国外共に京大での研究と

OISTにおける研究内容が半々となりました。論評も沖縄

で取り組んでいる研究に関する依頼が増えました。OIST

での研究は、バイオテクノロジーを含め進展の著しい医学

分野との接点が多く、応用の可能性も秘めているので評価

が出てきたという実感があります。分裂しない細胞がいか

に存続するかというテーマは、細胞の老化、それといわゆ

るメタボリックシンドロームと呼ばれる代謝病とも関連が

あるので、今後こうした研究が発展していくでしょう。 

　老化とは、細胞が衰えていくことです。木の葉っぱが落

ちるのも老化現象のひとつです。では細胞がG0期を維持

していれば老化とは無縁なのでしょうか。私がこれまで取

り組んできたのは遺伝子や細胞内の分子レベルの研究で、

いずれも分裂酵母とい

うモデル生物を使って

います。新規の遺伝子

がある種の老化を規定

していることが分かっ

たとしても、このこと

が人間にあてはまるか

どうかは分かりません。

でも医学系の人が私た

ちの研究結果を読んで

面白いと感じ、応用し

てくれれば良いのです。1960年～1970年代にかけて癌の

研究が熱心におこなわれ、モデル生物で分かったことが人

に適用されたり、はずれたりして癌研究は進展しました。

21世紀の病気ともいえる糖尿病や肥満、高血圧は、これま

で分子生物学的に研究されることはほとんどありませんで

した。だからこそ研究していて面白いのです。分裂酵母と日々

向き合っている中で、私たちの研究がこうした病気の解明

に寄与できるかも知れないと感じています。 

 

沖縄で研究をするということ 

　沖縄科学技術大学院大学（仮称）構想を初めて耳にした時、

日本の歴史の負の遺産を強制的に抱え込まされているこの

島で科学の研究をしようという試みは面白いと思いました。

成功すれば沖縄に対する異なる印象が生まれるかもしれま

せん。私たちのユニットは毎年国際ワークショップを主催

していて、今年4月に開催された「第3回分裂と停止の細

胞制御」でも、様々な分野の専門家が一堂に会して、基礎

科学から応用科学に至るまで最新の研究内容について話し

合いました。沖縄は地理的には遠いですし、外国から参加

する研究者にしてみれば来るのにお金もかかりますが、皆

ここでやろうとしていることが本当に成功するか、どのよ

うな風土の中で科学の研究をやろうとしているのか興味が
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研究員紹介  

あるので集まってくれます。でも成功するか否かはこれか

らのOISTの成果で決まります。私たちのユニットも2月

にこれまでの研究評価を受け、5年契約の研究プロジェク

トの更新が決まりました。ユニットのメンバー全員が頑張

ってくれたのでここまで順調に進んできました。次の5年

間はこれまでの研究成果をどこまで発展させられるか、正

念場です。 

　研究をしていて一番面白いのは、予想外な人が活躍して

くれることです。経歴とは無関係に本人にとても向いてい

る仕事を見つけて、いい研究をしてくれるのが嬉しいです。

人間という生き物は何か一生やり続けて死を迎えます。職

人は一生同じものを作り続けますが、私の場合それが研究

であったということです。 

 

アレハンドロ・ビジャール・ブリオネス 技術員 　 
　私の専門は電子工学ですが、OISTでは分子生物学と
いう全く新しい分野に取り組んでいます。ユニットでは
チェコ共和国出身の技術員と共に、データ解析とそれに
必要なプログラムの開発を行っています。対象となるの
が、質量分析の手法で取得された、分裂酵母の変異株の
細胞抽出液サンプルに含まれる、メタボロームと呼ばれ
る低分子化合物の組成で、ソフトウェアを用いて解析し
たデータが何を意味するのかを突き止めます。分裂酵母
の変異株の作成とスクリーニング、培養、試料作成、質
量分析そしてデータ解析に至るまで、一連の作業には多
くの時間と労力が費やされます。私はこの行程の最後を
担っているので、良い解析結果を出さなくてはと責任を
感じます。研究者と一緒に仕事をするのは初めての経験
ではありませんが、G0細胞ユニットはみなプロ意識が
高く、身が引き締まる思いです。 
　現在新たに取り組んでいるのが、低分子化合物（メタ
ボローム）のみならず、遺伝子の転写物（トランスクリプ
トーム）、タンパク質（プロテオーム）など、細胞の状態
を多方面から網羅的に解析したデータ結果を統合し、ユ
ニット全員で共有化しながら、必要なものを簡単に抽出
し分析できるようにするソフトウェアの開発です。この
ように自分の専門を活かし、G0細胞ユニットでのレベ
ルの高い研究に貢献していきたいです。沖縄はとても暮
らしやすく、日本に来て本当に良かったと思っています。 
 

佐二木 健一 準研究員 　 
　母が研究者なので幼少の頃から科学には親しみがあり
ましたが、高校生の時にロバート・シャピロの「ゲノム
＝人間の設計図をよむ」を読み、遺伝学に興味を持ちま
した。以来、この分野に関わる仕事をしたいと思ってい
ましたので、現在は充実した毎日を送っています。 
　G0細胞ユニットでの仕事は細胞が分裂・増殖を停止
するG0期への導入、もしくは維持に必要な遺伝子を同
定し、その機能を解析する事です。ユニットには分裂酵
母の遺伝子に人為的に変異を入れた1,014株の変異株コ
レクションがあります。これらの株をG0期に誘導した
時、G0期への導入や維持に必要な遺伝子が機能しない
株は死んでしまいます。死んだ株のどの遺伝子に変異が
あるかを特定し、その遺伝子のG0期における機能を詳
しく解析することで、増殖期とG0期の切り替えのメカ
ニズムや、G0期の細胞はどのような状態であるのか、
といった疑問に少しでも答え、G0期の理解に貢献出来
ればと思っています。 
　OIST に来てからの 2 年間はあっという間でした。
NAISTでの学生生活と違い、メンバーそれぞれの役割
が明確なG0細胞ユニットでは、自分も研究の一翼を担
っていることを痛感します。また、現在、博士論文に取
り組んでいますが、日々鍛えられていることを実感して
います。やり甲斐のあるテーマに出会えた事と現在の環
境、周りの皆さんに感謝しながら、博士課程をやり遂げ

たいと思います。 

ビジャール・ブリオネス技術員はメキシコ出身。専門は電子工学で、
コンピューターの基本設計の分野で修士号を取得後、国際協力機構
(JICA) の奨学生として2004年に初来日した。エレクトロニクス分野
でおよそ1年間の研修を受けた後、帰国し、ドイツ系製薬会社の工場
でコンピューター制御された生産ラインの監督に従事するが、JICA研
修員時代に知り合った現夫人との結婚のため再来日。夫人の転勤に伴
って来県した。データ分析とそのためのソフトウェア開発の戦力とし
て、2008年4月にG0細胞ユニットの一員となった。 
 
一方の佐二木準研究員は奈良先端科学技術大学院大学 (NAIST) の博士
課程に在籍しながらG0細胞ユニットに参加している。米国ウィスコ
ンシン大学で遺伝学を専攻し、卒業後、帰国。1998年長野冬期五輪
大会で通訳および実行委員会のスタッフとして国際経験を磨いた後、
大学時代に培った遺伝学の知識を科学捜査の分野で活かしたいとの思
いから千葉県警察に就職するが、再び生命科学の研究を志し、2004
年 4月にNAISTに入学した。2005年冬、同大学の客員教授でもある
柳田充弘博士の講義を聴講したことがきっかけで、修士課程修了後の
博士課程の研究をＧ０細胞ユニットにおいて行うこととなった。ビジ
ャール・ブリオネス技術員と佐二木準研究員それぞれに、ユニットに
おける役割と将来の目標について聞いた。 

佐二木健一 準研究員 

アレハンドロ・ビジャール・ブリオネス 技術員 

ビジャール・ブリオネス技術員（写真左）と 
佐二木準研究員 
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（左から）ブレナー理事長、ヴィ
ーゼル博士、有馬博士 

キャンパスを視察するＢＯＧメ
ンバー 

岸田前沖縄担当大臣（中央）に青写真が手交される 

大学院大学の目的 

　大学院大学は、世界最高

水準の科学技術に関する研

究及び教育を実施すること

により、沖縄の自立的発展

と世界の科学技術および経

済社会の向上に寄与するこ

とを目的とする。 

 

大学院大学の設置形態 

　大学院大学の法的な位置づけについては、大学院大学の

自主性と運営の柔軟性を尊重する観点から、「特別な学校法

人」により設置される新た

な形態の大学とする。また、

大学院大学が世界最高水準

となるためには、政府によ

る高水準の財政支援が不可

欠であり、特別の財政支援

の仕組みの検討を要請する。 
 

法人の管理組織 

　大学院大学の監督主体として、

ボード（理事会）が最高意思決

定機関としての役割を担い、

最高執行責任者（CEO）である

プレジデント（理事長・学長）の

選任や寄附行為の変更を含む

重要事項の決定を行う。 

 
教育研究活動 

　大学院大学の教育研究活動は、生命科学、物質科学、応

用科学を含む学際的で先端的なものとする。教員は半数以

上を外国人とし、授業は英語でおこなわれる。 

 
教育課程 

　教育課程は、博士課程とし、学位はPh.D（博士）とする。 

 

青写真の全文はOISTのホームページに掲載しています。 
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第 6 回運営委員会 

去る７月28日～30日、OISTの第6回運営委員会が開催された。会合では沖縄科学技術大学院大学（仮称）設立構想にかかる

主な検討事項やキャンパス整備進捗状況、そして海外の大学院および研究所に関する調査結果を含め、研究・教育活動に関す

る報告があり、議論がおこなわれた。会合の焦点は「新大学院大学の青写真」と呼ばれる大学院大学設立構想にかかる検討事項

で、これはOIST内部の検討会である「大学院大学設立準備グループ」と「BOGワーキンググループ」が1年以上にわたって議

論を重ねた結果、提言としてまとめ本会合で了承されたもので、会合最終日に同委員会共同議長のトーステン・ヴィーゼル博

士と有馬朗人博士より岸田文雄沖縄担当大臣（当時）に手交された。「青写真」は今後内閣府が大学院大学実現のため法制面に

おける必要な措置について検討する際などに参考とされる。 
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6月2日　セミナー　於　沖縄県工業技術センター 
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�
�� 
�� 	

����� �
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� �
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� �
�� ���� �
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���� 
� 
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��
― 生物学・階層構造・学習理論のセミナーシリーズ③適応過程としての遺伝子制御」 
　講演者：クラウス・シュティーフェル博士（OIST） 
　オーガナイザー：クラウス・シュティーフェル博士（OIST） 
 
6月4日　セミナー　於　沖縄県工業技術センター 
「�������� 	
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�� 
�� 	

����� �
���
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�� ��� ���� �
�
� ��  
��� ―  
生物学・階層構造・学習理論のセミナーシリーズ④水から細胞まで」 
講演者：レッドウッド理論神経科学センター　トニー・ベル博士 
オーガナイザー：クラウス・シュティーフェル博士（OIST） 
 
6月9日　セミナー　於　沖縄県工業技術センター 
「�������� 	
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�� 	
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���� ― 生物学・階層構造・学習理論のセミナーシリー
ズ⑤知覚と単一ニューロン情報処理」 
講演者：クラウス・シュティーフェル博士（OIST）　オーガナイザー：クラウス・シュティーフェ
ル博士（OIST） 
 
6月11日　セミナー　於　沖縄県工業技術センター 
「�������� 	
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― 生物学・階層構造・学習理論のセミナーシリーズ⑥スパイクから神経回路まで」 
講演者：レッドウッド理論神経科学センター　トニー・ベル博士 
オーガナイザー：クラウス・シュティーフェル博士（OIST） 
 
6月13日　セミナー　於　沖縄県工業技術センター 
「$�
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� �����%�� ���� �%
 
��������
�� %������ �& �
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�― ゾウザメのゲノム研究から分かる脊椎動物の進化の歴史」 
講演者：シンガポール国立分子細胞生物学研究所　ラッパ・ヴェンカテッシュ博士 
オーガナイザー：丸山一郎博士（OIST） 

6月13日　OIST-IRPセミナー　　於　沖縄科学技術研究・交流センター 
「��������� ����
��� ���
������ �%
 �
#���� �
���
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���� �� �

� �
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#
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� ����
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�����― 小脳核神経細胞におけるリバウンド脱分極下の内在電流」 
講演者：トーマス・サングレイ博士（OIST） 
 
6月13日　OIST-IRPセミナー　　於　沖縄科学技術研究・交流センター 
「�
��
��
� (��
 ��� �
��
���� ����
�― タイプⅢ バクテリア分泌システム」 
講演者：ヴラディミール・メシェリャコフ博士（OIST） 
 
6月16日～7月13日　沖縄計算神経科学コース2008　於　シーサイドハウス 
オーガナイザー：エリック・デ・シュッター博士、銅谷賢治博士、クラウス・シュティーフェル博
士、ジェフ・ウィッケンス博士（OIST） 
http://www.irp.oist.jp/ocnc/2008/index.html 
 
6月23日　セミナー　於　シーサイドハウス 
「)
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���
�
― 有毛細胞の発達と再生は機能的特徴を共有する」 
講演者：カリフォルニア大学デービス校　ネザナ・レビック博士 
オーガナイザー：クラウス・シュティーフェル博士（OIST） 
 
6月30日　セミナー　於　沖縄科学技術研究・交流センター 
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� �& 
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 ������� �� ���� ��
�������― 鳥類の歌
の可塑性における大脳基底核回路の機能的役割」 
講演者：カリフォルニア大学サンフランシスコ校　小島哲博士 
オーガナイザー：銅谷賢治博士（OIST） 
 
6月30日　セミナー　於　沖縄科学技術研究・交流センター 
「(�
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���― プルキンエ細胞間非対称シナプス結合を介した小脳皮質内神経活動の進行波」 
講演者： ロンドン大学　マイケル・ホイザー博士　オーガナイザー：高橋智幸博士（OIST） 

Ｇ８科学技術大臣会合「環境とエネルギー問題」ワークショップ in 沖縄 

OISTでは沖縄科学技術大学院大学（仮称）の開学に向けて国際ワークショップやセミナーを開催している。これらは国内外の研究機関との連携を強化す
るとともに、大学院大学構想を国内外の科学者に広く伝え、将来大学院大学に参画する可能性のある若手研究者の育成を図ることを目的としている。以下
は2008年６月～９月に開催された国際ワークショップ、サマーコース、及びセミナーである。 

国際ワークショップ＆セミナー 

講演 
 

 

 

 

　新たな代替エネルギーは、より効率的で環境負荷が少ないもので

なければなりません。統合された石炭ガス化サイクルと二酸化炭素

回収・蓄積技術は重要となってくるでしょう。太陽光発電と風力発

電も代替エネルギーとして活用できますが、年間を通じて一定した

電力供給が困難であり、安価で効率的な蓄電池の開発が必須となり

ます。代替エネルギーがより安価に、そして安定的に利用できるよ

うになると予想される少なくとも2050年までは、現在のこの危機

的状況を回避するためにも原子力発電の利用と核融合の研究開発

が必須です。国際原子力機関の調査は原子力発電に関する国民の受

容度が向上してきていることを示唆していますが、核燃料の供給と

安全性の確保、さらには、核廃棄物の適切な管理が鍵となります。

先進国においては、３R運動（Reduce = 節約、Reuse = 資源を何

回も使う、Recycle = 資源の再利用）を徹底することが必須で、税

金を使ってでも新エネルギー技術の開発に取り組むべきです。 

 

 

 

 

 

　今日、エネルギー効率の向上と資源の保全を一層促進し、新しい

技術革新を促進する国家の政策が求められています。また、現在の

エネルギーの需要と供給の在り方を一新するような科学的発見も

求められています。これには、カーボンニュートラル（炭素中立）な

エネルギーの開発や、今より5～10倍エネルギー消費を押さえら

れるビルの建設、排出された二酸化炭素を地中に埋める技術、そし

て食品原料と競合する農作物に代わる、ススキなどの植物によるバ

イオ燃料の開発などが含まれます。また、既存の技術を利用し、エ

ネルギーの需供バランスを一変する科学的発見にも期待が寄せら

れます。それには例えば、酵母を用いてガソリンとよく似た燃料を

つくる合成生物学の技術や、光合成再現のため人工膜組織を作製す

る研究が挙げられます。 

 

 

 

 

 

　エネルギーと気象変動は今日人類が直面する最も重要な問題で、

これらの問題を解決するためには複数の取り組みが必要です。手

品のような解決策はなく、生物学的なアプローチが大変重要とな

ってきます。それには食品原料と競合しない方法で作られるバイ

オ燃料の開発と利用や、生物多様性の維持が含まれます。一つの

鍵でありながら見過ごされがちなのは、さんご礁やその他の水生

生物を含む海洋領域で、これらの研究は科学の裾野を広げること

を意味します。また気候変動にともない、新たな健康上の問題が

パネリストたち 

主要国（Ｇ８）史上初めて開催された科学技術大臣会合のプレイベ
ントのひとつとして、「環境とエネルギー問題」ワークショップが６
月14日に琉球大学で開催された。（主催：OIST、琉球大学、台湾中
央研究院、米国ローレンスバークレー国立研究所、後援：沖縄県）
OIST理事長のシドニー・ブレナー博士、運営委員の有馬朗人博士、
スティーブン・チュー博士、李遠哲博士、そしてスペシャルアドバ
イザーの北野宏明博士の5人が参加した。 

安全な原子力を使わざるを得ない。 
そして税金を払ってでも新エネルギーを 有馬朗人 博士 

財団法人日本科学技術振興財団会長、元文部科学大臣、OIST運営委員会共同議長 

気象変動とエネルギー問題に対する 
生物学的アプローチ 北野宏明 博士 

株式会社ソニーコンピューターサイエンス研究所副所長、OISTスペシャルアドバイザー 

エネルギー問題とその解決のために 
私たちができること スティーブン・チュー 博士 

ローレンスバークレー国立研究所所長、1997年ノーベル物理学賞受賞、OIST運営委員 
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高校生と大学生を含む350名
以上が参加 

G8科学技術担当大臣ら 

7月4日　セミナー　於　沖縄科学技術研究・交流センター 
「(%
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����� �& �%

����
���― 線条体へのグルタミン性とドーパミン性入力の関係」 
講演者：オックスフォード大学　ポール・ボラム博士 
オーガナイザー：ゴードン・アーバスノット博士（OIST） 
 
7月7日　セミナー　於　沖縄科学技術研究・交流センター 
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�� ― 生物学・階層構造・学習理論のセミナーシリーズ⑦神経系の
進化」 
講演者：クラウス・シュティーフェル博士（OIST） 
オーガナイザー：クラウス・シュティーフェル博士（OIST） 
 
7月8日　セミナー　於　沖縄科学技術研究・交流センター 
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�����― 生物学・階層構造・学習理論の
セミナーシリーズ⑧サミール・オカーシャの著書"進化と選択のレベル"に
ついて」 
講演者：レッドウッド理論神経科学センター　トニー・ベル博士 
オーガナイザー：クラウス・シュティーフェル博士（OIST） 
 
7月16日　セミナー　於　沖縄県工業技術センター 
「�
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���� 
�� ������
���� �& 	
#/��/
/�%�� ����
� ― マイクロチップの作製
と応用研究」 
講演者：華梵大學（台湾）　リチャード・ホアン博士　 
オーガナイザー：丸山一郎博士（OIST） 
 
8月10～11日 「脳と心のメカニズム」ワークショップ　於　札幌 
事務局：神経計算ユニット（OIST）　 
http://brainmind.umin.jp/eng-sm9.html 
 
8月11日　セミナー　於　沖縄科学技術研究・交流センター 
「��
������
� �%����� &�� (�
&&�� ���* 0��
���� 
�� �����
����― 交通流の数
理モデルとシミュレーションのための統計物理学」 
講演者：中国科学技術大学　クン・ガオ博士　オーガナイザー：ジョナサン・ミラー博士（OIST） 

8月14日　セミナー　於　沖縄科学技術研究・交流センター 
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�― カイコの性決定回路」 
講演者：インドDNA Fingerprinting & Diagnosticsセンター　サシス・バンカテサン博士 
オーガナイザー：ジョナサン・ミラー博士（OIST） 
 
8月15日　OIST-IRPセミナー　　於　沖縄科学技術研究・交流センター 
「����� �
�
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���� &��������― 各
種のGABAB 受容体はプレおよびポストシナプスで異なる機能を発揮する」 
講演者：レジャン・ヴィゴ博士（OIST） 
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���� &�������� �& �
�������� ― カルモジュ
リンの前シナプス性機能の発達変化」 
講演者：山下貴之博士（OIST） 
 
8月19日  セミナー　於　沖縄科学技術研究・交流センター 
「1�
���� �%
�
� �& 0
��
� ― 物質の量子位相」 
講演者：東京大学　デニス・ディケシャイド博士（JSPS研究員） 
オーガナイザー：ジョナサン・ミラー博士（OIST） 
 
9月12日  OIST-IRPセミナー　於　沖縄科学技術研究・交流センター 
「(%
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 ― ショ
ウジョウバエにおけるヘッジホッグシグナル新規構成因子の探索」 
講演者：宮城智恵美博士（OIST） 
 
「 �����
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��
― 注意欠陥・多動性障害の臨床研究 － 科学および人（主に児童）への影響」 
講演者：古川絵美博士（OIST） 
 
9月16日　ワークショップ　於　沖縄科学技術研究・交流センター 
「)
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 �
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�� ― 脳卒中回復にお
ける意志決定と行動指標の関係」 
講演者：南カリフォルニア大学　ニコラス・シュウィファー博士 
オーガナイザー：エリック・デ・シュッター博士（OIST） 

増大することも懸念されており、これらの解決のためには従来に

はない、画期的なアプローチが必要です。OISTにおいては、カー

ボンニュートラル（炭素中立）のキャンパス設立をめざし、代替

エネルギーに関する最先端の研究をおしすすめるほか、さんご礁

の保護や再生、システム生物医学の研究を通して、沖縄がカーボ

ンニュートラルな島になるよう働きかけることで、この試みの一

翼を担うことができます。 

 

 

 

 

　私たちは過去数十年にわたり人類のグローバリゼーション化を

見てきましたが、「ひとつのグローバルコミュニティー」を実現す

るにはほど遠く、このことが原因で私たちは様々なことに悩まさ

れています。フロンガスによるオゾン層の破壊をはじめとする環

境問題や、温室効果ガスが原因の地球温暖化の傾向は、地球規模

で取り組まなければなりません。沖縄はアジア太平洋地域の真ん

中に位置します。離れた島でありながら、クリーンエネルギーを

獲得することができることを世界に示すには素晴らしい場所です。

また、OISTの目的のひとつが、アジア太平洋地域におけるエネル

ギーと環境問題について研究する国際拠点となることも有り得る

のです。21世紀に人類が直面する問題を科学技術によって解決す

るためには、現在私たちが暮らすこの「有限」で「半グローバル

化した」世界において、科学技術の果たせる役割について特別な

関心をはらい、国境を越えて協力することを学ばなければ、問題

は解決しないのです。 

 

パネルディスカッション 
　講義の後は、会場に集まった聴衆から質問をうけるかたちでパ

ネルディスカッションがおこなわれた。最も現実的に、そしてす

ぐにも実現できる国の環境政策は何であるかという質問に対して、

チュー博士からは排出した二酸化炭素の量に比例してコストを負

担するシステムを確立することが挙げられた。同博士の講義では、

1974年以降米国カリフォルニア州の住民一人あたりのエネルギー

消費量が安定していることが紹介されたが、ブレナー博士は省エ

ネ対策の重要さを強調した。またブレナー博士からは、電力消費

量に応じて電力単価が累進的に上昇するような価格体系を導入す

ることが提唱された。 

　北野博士の講義では、ボルネ

オで油椰子をバイオ燃料用に栽

培するため森林が伐採されてい

ることが取り上げられたが、同

博士はこの問題の背景として地

域の貧困と不十分な規制を挙げた。

そして、自然との共存と経済的

発展が両立するような技術移転

が必要とする国々に対して行わ

れることの重要性を訴えた。有馬博士に対しては、原子力発電に

伴う危険性と国民感情に関しての質問が向けられたが、同博士は

原子力技術の初めての利用法が原子力爆弾の製造ではなく、発電

のためであったならば、国民の受けとめ方はもっと違っていたで

あろうと述べた。最後にパネリストたちは、地球温暖化とエネル

ギー問題に関して、全地球規模の協調と、解決のために科学技術

を進展させることの必要性について同意した。 

 

Ｇ８科学技術担当大臣へのプレゼンテーション 
　ワークショップの後は、Ｇ８科学技術担当大臣とその他の代表団

に対してワークショップを総括するプレゼンテーションが恩納村

のホテルでおこなわれた。パネリストたちを代表してチュー博士が

発表し、この地球上に存在する最貧層の人々が必要最低限のエネル

ギーを享受できるようにすることは、私たちに課せられた倫理的・

社会的責任で、持続可能な目的をもって遂行されなければならない

と述べた。そのためにチュー博士は二つのやり方を紹介した。一つは、

最大限のエネルギー効率と最小限のエネルギー使用を追求すると

いうこと。二つ目はカーボンニュートラル（炭素中立）につながる

新たなエネルギーの開発だ。また、化石燃料からの炭素を回収・隔

離貯蔵する技術が、世界の二酸化炭

素排出を管理するのに費用効率の

点からも有効であることが指摘さ

れた。最後に、石油や天然ガスに伴

う地理政治学的な紛争や経済的脆

弱性を軽減する上で、代替エネルギ

ー源の保存と開発が必須であると

述べられた。 

 

アジア太平洋諸国の自覚と協力 李遠哲 博士 

台湾中央研究院名誉会長、1986年ノーベル化学賞受賞、OIST運営委員 
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（左から）バックマン理事、林大臣（当時）、沖縄総合事務局福井武弘局長 

　大学院大学キャンパス（恩納村）の施設整備

は、平成21年度中の研究棟１とセンター棟の

供用開始に向けて順調に進んでいる。建築工

事の進捗状況に関しては、毎月更新される写

真とともにOISＴのホームページに掲載して

いる。������������	
����

施設整備状況 林幹雄大臣（当時）の訪問 

「アジア青年の家」参加者の訪問 

　去る8月18日、「アジア青年の家」の参加者が沖縄科学技術研究・交流センターなどを訪れ、OISTの研究活動を視

察した。「アジア青年の家」（内閣府主催）は夏休み期間中、沖縄、本土及びアジア諸国の青少年がおよそ３週間にわた

る共同生活を沖縄で送り、環境問題など地球規模の課題について学習・議論することで、将来イノベーションを起こす

人材の育成を目的としている。OISTでは参加者が2つのグループに分かれ、1つが神経計算ユニット（代表研究者：

銅谷賢治博士）と神経生物学研究ユニット（同：ジェフ・ウィッケンス博士）を訪れ、もう1つのグループが発生分

化シグナル研究ユニット（同：メリー・アン・プライス博士）と神経発生ユニット（同：政井一郎博士）を訪れ、およ

そ2時間にわたり研究内容について説明をうけた。カンボジア

から参加したラターニャ・チョーさん（16才）は帰国したら気

候変動や珊瑚の白化現象など、沖縄で学んだことを家族やクラ

スメイトに話したいと語ってくれた。 

　去る8月11日、林幹雄沖縄担当大臣（当時）が大学院大学のキ

ャンパス予定地を視察された。ロバート・バックマン理事からキ

ャンパス整備に関する説明を受けた後、林大臣からは日本政府と

しても引き続き支援していくことなどが述べられた。 

 

建設中の研究棟１ 

「アジア青年の家」参加者 ショウジョウバエのサンプルを見せるプライス博士 
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